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抄　録
　補綴臨床基礎実習は，診療参加型臨床実習の充実を図る上で重要である．各大学における補綴臨床基礎実習
の担当教員を対象として，同実習の現状と問題点についての意見交換（ワークショップ）がすでに企画，報告
されてきた．しかし，各大学における同実習の具体的な内容について，各大学の指導教員自身による確認と情
報交換を希望する意見が少なくなかった．
　今回，公益社団法人日本補綴歯科学会第 124 回学術大会（大宮）において，各大学に対して事前に参加を依
頼し，歯科補綴学の基礎実習書の展示とともに，基礎実習改善のための情報交換会を企画・実施した．
　アンケートの結果から，教員の数と質，コマ数，評価のあり方，実習内容など，基礎実習における問題点が
いくつか提示された．また，基礎実習改善へ向けて，導入を検討した項目についても種々の記載がみられ，本
企画による効果は少なからずみられたと推察される．ただし，回答数自体は極めて少なく，今後，同様な情報
交換を行う場合は，運営の方法や情報の整理に努める必要があると思われた．
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Ⅰ．はじめに

　診療参加型臨床実習充実のために，各大学は試行錯
誤を繰り返しながら，歯科補綴学の基礎実習（以下，
基礎実習）の改善のための努力を日々重ねているのが
現状である．そこで，日本補綴歯科学会教育問題検討
委員会では，各大学の基礎実習改善状況を共有し，そ
のさらなる改善と充実を図るために，同実習の現状と
問題点についての意見交換を目的とした歯科補綴学基
礎実習の担当教員対象のワークショップ（クラウンブ
リッジ補綴学臨床基礎実習改善ワークショップ，部分
床義歯学臨床基礎実習改善ワークショップ 1））を実施
した．ワークショップ実施後アンケートでは，各大学
における基礎実習の具体的な内容についての情報交換
を希望する意見が少なくなかった．そこで，第 124
回学術大会（大宮）において，歯科補綴学の基礎実習
書の展示および情報交換用ポスターの掲示を事前に依
頼し，各大学の指導教員が一堂に会し，第 124 回学
術大会参加者とともに基礎実習改善のための情報交換
を企画，実施した．

Ⅱ．情報交換の概要

1．参加校数：28 大学
2．開催場所：大宮ソニックシティ地下 1 階の第 3, 4

展示室
3．情報交換の日時：
　平成 27 年 5 月 30 日（土）9：30 ～ 18：00
　平成 27 年 5 月 31 日（日）9：00 ～ 15：20
4．情報交換の方法：情報交換がなされている様子を

図 1 に示す．
「基礎実習書・マニュアル」の展示，「情報交換用ポ
スター」の掲示（図 2）
発表者との質疑応答（30 分），質疑応答内容の掲示，
アンケート（図 3）への回答

5．アンケート調査の結果（回答総数 34 件）
　※回収数が極めて少なかったため，件数に関して数

字（カッコ［ ］内）で示した．
　1）役職

教授［1］，准教授［8］，講師［4］，助教［14］，
医員［1］，非常勤［1］，大学院生［5］

　2）年齢層
～30歳［6］，31歳～40歳［13］，41歳～50歳［8］，
51 歳～ 60 歳［6］，61 歳～［1］

　3）担当科目（重複あり）

全部床義歯学［10］，部分床義歯学［9］，クラウ
ンブリッジ補綴学［13］，インプラント補綴学［5］

　4）貴学の実習で問題と思われる点
　　（1）教員

教員数が足りない［7］，教員によって教育内
容に差が生じる［1］，若手教員の技量が不足

図 1 基礎実習改善のための情報交換の会場
多くの参加者が集まり，活発に質疑応答している様子がうかが
える．

図 2 情報交換用ポスター（例示）

歯科補綴学基礎実習 情報交換用ポスター（例示）

部分床義歯学 基礎実習

＊＊大学歯学部歯科補綴学講座
＊＊太郎，＊＊次郎，＊＊花子，＊＊＊

優れている（工夫している，特徴）と思われる点について（自由記載）

〇 部分床義歯と同一の症例で，ステントを作製した後，インプラントの埋入実習を行っている．

〇 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

〇 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

※ポスターの枚数は1実習に付き1枚とし，ポスターのサイズはＡ2（縦594mm×420mm）といたます．

画像 画像

画像 画像

画像 画像
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している［1］，1 講座で全て教えている［1］
　　（2）実習時間

コマ数が少ない［5］，最後まで終わらない［3］
　　（3）実習内容

技工術式に時間をかけすぎている［2］，技工
が少ない［1］，フレームワークを作成してい
ない［1］，相互実習がない［1］，臨床手技が
少ない［1］，CAD/CAM の実習がない［1］，
実習帳がカラーでない［1］

　　（4）評価
客観的評価が難しい［3］，習熟度の確認が難
しい［1］

5）貴学の基礎実習で，ここ数年の間に改善された
点（記載例）

（1）新しい教育項目の導入（治療計画立案，医
療面接，CAD/CAM，マネキン上での筋圧形成，
ファイバーポストによるレジンコア）

（2）実習書の改訂（わかりやすく，カラーに変
更など）

　　（3）評価方法の変更（詳細は不明）
　　（4）チェアサイドでの実習に重点をシフト

6）貴学の基礎実習に導入してみようと思われた具
体策について（記載例）
筋圧形成用の模型導入，1 回法インプラントの
実習，デジタル評価，学生自身による達成度の
自己評価，i-Pad の応用，カラー資料の追加，
e-learning の導入，ビデオの作成，DVD の配付
など

　7）自由回答
「もう少し，しっかりとした情報交換ができるシ
ステムにしてほしい．」

「発表形式をある程度統一して，比較しやすいよ
うにしてほしい．」

　アンケートの結果から，教員の数と質，コマ数，評

図 3 基礎実習改善のための情報交換に関するアンケート調査用紙

公益社団法人 日本補綴歯科学会第 124回学術大会 企画アンケート
― 「基礎実習改善のための情報交換」について ―

 本企画にご参加いただきありがとうございました．お手数をおかけいたしますが，各大学における歯科補綴学基礎実習

のさらなる改善のために，以下の質問にお答えください．
（公社）日本補綴歯科学会 教育問題検討委員会

以下の質問について，各々該当する項目に〇印をお付けください．

Ⅰ．あなたは，

 ・大学教員（ 教授 准教授 講師 助教 医員 非常勤教員 その他 [ ]）       

 ・研修医  ・大学院生  ・歯学部学生  ・開業医  ・勤務医  ・その他（      ）

Ⅱ．あなたの年齢は，（ ～30歳  ・ 31歳～40歳  ・ 41歳～50歳  ・ 51歳～60歳  ・ 61歳～ ）

Ⅲ．歯科補綴学基礎実習のライターを，現在，担当されていますか？ （ はい  いいえ ）

 ・“はい”と回答された方の担当科目は？（Cr・Br  部分床義歯学 全部床義歯学  インプラント）

Ⅳ．貴学の基礎実習で優れていると思われる点は

 ・

Ⅴ．貴学の基礎実習で問題と思われる点は

 ・

Ⅵ．他大学の基礎実習で優れていると思われた点は

 ・実習内容  ・評価方法  ・実習書  ・視覚素材  ・教材（実習書，視覚素材を除く） ・その他

   具体的にご記載ください：

Ⅶ．貴学の基礎実習で，ここ数年の間に改善された点がありますか？（ はい  いいえ ）

“はい”と回答された方，具体的にご記載ください：

Ⅷ．貴学の基礎実習に導入してみようと思われた具体策について

 ・実習内容（                                        ）

 ・評価方法（                                        ）

 ・実習書 （                                        ）

 ・視覚素材（                                        ）

 ・実習書，視覚素材以外の教材

      （                                        ）

 ・特に，参加型臨床実習につながると考えられる具体策があればお書きください．

その他，ご自由にお書きください．

ご記入後は，会場出口のアンケート回収箱にお入れください． 貴重なご意見をありがとうございました．
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価のあり方，実習内容など，基礎実習における問題点
がいくつか提示された．また，改善された点について
は，新しい教育項目の導入や実習書の改訂，評価方法
の変更など，各大学で種々の試みがなされていた．基
礎実習改善へ向けて，導入を検討した項目についても
種々の記載がみられ，本企画による効果は少なからず
みられたと推察される．しかし，アンケート用紙への
記載内容とともに，回答数自体は極めて少なく，また
他大学との情報交換の時間がもう少しほしい，との声
も少なくなかった．
　学会発表の時間や他大学の発表を聴く時間を妨げな
いように，あえて発表者を一定時間拘束しないことで，
自由に意見交換できるようにと配慮したが，結果的に
は情報交換に支障が生じてしまったのかもしれない．
今後，同様な情報交換を行う場合は，ポスター発表と
同様，科目ごとに発表時間を設定したり，質疑応答に
関する記録やアンケートの回答を徹底するなど，運営
の方法や情報の整理に努める必要があると思われた．

Ⅲ．おわりに

　今回，28 大学の協力を得て，基礎実習書の展示，
および情報交換用ポスターの掲示を行っていただいた
上で，各大学の指導教員が一堂に会し，第 124 回学

術大会参加者とともに基礎実習改善のための情報交換
を行うことを企画・実施した．図 1 の様子から，活
発な情報交換がなされたと推察されるが，情報交換さ
れた実態を的確に把握するまでには至らなかった．同
様な基礎実習改善のための情報交換を実施する場合の
反省点として引き継ぎたい．補綴臨床基礎実習の改善
をめざして，今後も学術大会において基礎実習改善の
ための企画を実施し，診療参加型臨床実習の充実に繋
げていかなければならない．
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